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1. ねらい 

 実フィールド実験では検証困難な大規模システムの評価を，異種・多様なシミュ

レータの連携によって可能に 
 ITS アプリケーションの動作環境を再現し，通信の性能・効果を「見える化」 

 

2. システム全体像 

シミュレータ間は直接インタラクションするのではなく、
プラットフォームを経由することで、拡張性を確保
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3. 実装と各要素の機能 

交通流シミュレータ
が生成する「真の
位置座標」に対し、
誤差を与えた「測位
位置座標」を生成

通信シミュレータは一種の開発環境。
プロトコルをcoding

ターゲットごとに
アプリケーション
Simulatorを作成
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ログデータ
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通信I/F部の役割を明確に分離
（基本プロトコルは厳格に定義）

複雑なアプリケーションに必要なデータ送受は
拡張プロトコルとして分離し、柔軟性を確保

入力データ 入力データ 入力データ 入力データ

全体管理
パラメータ

各要素シミュレー
タに必要な入力
データは個別管理
（ただし整合性は
別途確保）

DBの採用により各要素シミュレータからの
アクセス容易性と高速性を両立  

 

4. 特徴 

 たがい違い法（Staggerd Method）により，異種シミュレーションを連携 
 各要素シミュレータ部を交換可能 
 用途に応じて，適切なレベルのモデル化をした要素シミュレータを選択可能 

 車両ごとの属性定義により，複数のアプリケーションのそれぞれについて、搭載

／非搭載（普及率）のコントロールが可能 
 アプリケーションシミュレータをひとつの実行モジュールとして独立させた構

造により 
 内部ロジックを公開したくないケースでも binary 提供によりシミュレーショ

ンが可能 
 アプリケーション開発者は，通信シミュレーションの知識を必要とせずに開

発可能 
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